
明治大学法科大学院 
専門法曹養成 

研究教育センターについて 
 

■専門法曹の養成という教育目標  

２１世紀は，より高度な専門性が問われる時代であるため，本法科大学院においては，法律のあらゆる分野について

広く浅い知識を持つオールラウンド型の法曹（generalist）だけではなく，本法科大学院がその歴史と２１世紀の社会状

況から重視する「医事生命倫理」，「ジェンダー」，「環境」，「知的財産」及び「企業法務」の五つの先端的・現代的分野

について深い知識を有し，その分野で将来にわたって活躍できる専門法曹（specialist）の養成を目指しています。 

本法科大学院は，そのために５分野を重点領域として履修科目を手厚く配置しています。これらの科目では，学識経

験豊かな教員（研究者教員及び第一線で活躍している実務家教員）による授業を実施し，専門法曹の養成という教育シ

ステムを確立しています。 

■教育システムの確立を支える基幹センターの存在  

社会的ニーズに対するアカデミー全体としての組織的対応が不十分であった分野に人材を輩出する先導的教育プログ

ラム及び社会の現場で生じる最新の法的課題に対応した継続教育プログラムを支える基幹センターである専門法曹養成

研究教育センター（医事法，ジェンダー法，環境法及び知的財産法の 4分野）が確固とした組織として存在します。 

これらの活動は，各分野の教員によって組織的，系統的に本法科大学院の先導的な教育プログラムの内容に反映され

ており，良質の教育内容と高い教育成果を可能とするシステムが確立している点が本法科大学院の最大の特色です。 

 

■医事法センター （センター長：鈴木利廣 法科大学院専任教授・弁護士） 

私がセンター長です！ 

  

本学の法科大学院，大学院法学研究科及び法学部において，医事法教育を担当している鈴木

利廣教授（実務家教員）と小西知世准教授（研究者教員）が中心となって日本学術振興会特別

研究員や法学研究科博士後期課程の院生等と共に医事法研究を行なっているセンターである。 

 具体的には毎年 2回（春学期，秋学期），法科大学院生及び修了生を対象とした研究会を開

催し，その時々の医事法関連トピックや裁判例を素材とし，実務家や研究者等を講師とする研

究会を開催している。 

 また，法学部法曹コースの学生や法科大学院生に対し，医事法を専門とする弁護士のイメー

ジを具体的に理解できるようなキャリアガイダンスも行っている。  

所属研究者 氏 名 肩 書 

鈴 木 利 廣 法科大学院専任教授・弁護士 

小 西 知 世 法学部専任准教授 

上 杉 奈 々 獨協医科大学助教 

船 橋 亜希子 法科大学院ＲＡ 

 

■ジェンダー法センター （センター長：辻村みよ子 法科大学院専任教授） 

私がセンター長です！ 

 

ジェンダー法センターは，法科大学院におけるジェンダー法教育（展開・先端科目「ジェン

ダーと法Ⅰ～Ⅳ」）の担当専任教授がセンター長を務め，ジェンダー視点に立った法学研究と，，

その成果を生かした大学院生教育を目的とする研究センターである（2006年に発足）。 

日本の大学にはジェンダーを研究する機関はあるが，「ジェンダー法」に特化した研究セン

ターがあるのは明治大学だけである。法曹養成を目的とする法科大学院に設置された当センタ

ーは，日本ではじめて女性法曹を輩出した明治大学の歴史を引き継ぎ，更なる発展を目指すた

めに活動している。 

所属研究者 氏 名 肩 書 

辻 村 みよ子 法科大学院専任教授 

角 田 由紀子 元法科大学院専任教授・弁護士 

小 林 史 明 法科大学院ＲＡ 

吉 良 貴 之 宇都宮共和大学シティライフ学部専任講師 



■環境法センター （センター長：柳憲一郎 法科大学院専任教授） 

私がセンター長です！ 

 

環境政策及び環境法分野における専門法曹養成の礎となる研究並びに教育を実施すること

を目的として，法科大学院設置に伴い，2004年に設置された。その後，2006 年から「環境法

政策研究及び教育支援に関わる総合的取組」を特定課題として，学内の特定課題研究所として，

環境関連学会との連携活動にも着手し，今日に至っている。現在は，環境法政策学会・環境ア

セスメント学会・（公社）環境科学会・日本土地環境学会・人間環境問題研究会・国際比較環

境法センターなどの環境関連学会との連携を図り，シンポジウム，講演会，研究発表会等の開

催やその支援のほか，外部資金からの受託研究を実施している。  

所属研究者 氏 名 肩 書 氏 名 肩 書 

柳憲一郎 法科大学院専任教授 大井基弘 弁護士・本法科大学院修了生 

新美育文 法学部専任教授 佐藤健太 弁護士・本法科大学院修了生 

猪股弘貴 法学部専任教授 田中純一郎 弁護士・本法科大学院修了生 

西尾哲茂 法学部専任教授 應本昌樹 弁護士・本法科大学院修了生 

篠田由紀 商学部専任教授 谷田和一郎 弁護士・本法科大学院修了生 

西埜 章 元法科大学院専任教

授・弁護士 

東山尋明 弁護士・本法科大学院修了生 

北河隆之 法科大学院兼任講師・ 

琉球大学法科大学院教

授・弁護士 

藤原 崇 弁護士・衆議院議員 

成瀬・トーマス・誠 宮崎大学教育学部講師 中山弘基 弁護士・本法科大学院修了生 

尾上健治 尾上環境研究所所長 小林頌太郎 弁護士・本法科大学院修了生 

小松英司 環境コミュニケーショ

ンズ主任研究員 

國分吾郎 弁護士・本法科大学院修了生 

村田佳壽子 ワールドウォッチ研究

所・日本副代表 

小坂景子 弁護士・本法科大学院修了生 

中村明寛 環境エネルギー政策研

究所・地球環境戦略研究

所客員研究員 

藤原寿人 弁護士・本法科大学院修了生 

尤 婧 中国弁護士・法学研究科

修了生 

高橋恵佑 法科大学院ＲＡ 

 

■知的財産法センター （センター長：熊谷健一 法科大学院専任教授） 

私がセンター長です！ 

 

明治大学法科大学院の理念の一つである専門法曹の養成の実現のために，知的財産に関する

研究，情報発信を推進している。 

具体的には，日本国内はもとより，幅広い分野で国際的に活躍することができる法曹を養成

すべく，わが国の競争力強化のために知財を戦略的に活用できる能力や世界を舞台に活躍でき

る能力を有する法曹を育成するための活動を行っている。また，法科大学院の知的財産の教育

及び研究推進のために，外部資金を積極的に獲得し，研究会やシンポジウムを開催することに

より，国内の産業界や官界との交流はもとより，国際的な交流も活発に行っている。 

所属研究者 氏 名 肩 書 

熊 谷 健 一 法科大学院専任教授 

高 倉 成 男 法科大学院専任教授・元特許庁審判部長 

平 山 陽 一 法科大学院ＲＡ 

 

 

明治大学法科大学院専門法曹養成研究教育センターＨＰはこちらから 

http://www.kisc.meiji.ac.jp/~centers/index.html 
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